
 

 

 

 

 

 

 

 

製品カテゴリールール（PCR） 

（認定 PCR番号：PA-241000-AA-02） 

 

 

対象製品：建築物（躯体および仕上げ材） 

Product Category Rule for 

“Building(frame and finishing materials)” 

 

 

 

 

 

本文書は、一般社団法人サステナブル経営推進機構が運営管理する「エコリーフ環境ラベルプログ

ラム」において、「建築物（躯体および仕上げ材）」を対象とした算定・宣言のルールについて定め

たものである。 

 当該製品・サービスの算定・宣言を行おうとする事業者等は、本文書および「算定・宣言に関する要

求事項」に基づいて、算定・宣言を行う。 

認定 PCRの有効期限は、最新版 PCR の認定日または更新日より 5 年間とする。 

この PCRに記載されている内容は、エコリーフ環境ラベルプログラムにおいて、関係事業者等を交

えた議論の結果として、PCR 改正の手続きを経ることで適宜変更および修正することが可能である。 

 

PCR レビュー 最新版認定・改訂日 2019年 10月 1日 

PCRレビューパネル 委員長  氏名：神崎 昌之        

所属：一般社団法人産業環境管理協会 

準拠する規格 ■ ISO14040：2006    

■ ISO14044：2006 

■ ISO14025：2008 

■ ISO/TS14067：2013 

■  ISO/TS14027：2017   

□ ISO21930：2007 

 



 

【履歴】  

文書番号 公表日 内容 

PA-241000-AA-02 
2019年 10月

1日 

改訂 

運営者およびプログラム名変更 

PA-241000-AA-01 

2017年 11月 6

日 

制定。 

エコリーフと CFP プログラムの統合により、新規作成。 

2018年 5月 15

日 

フォーマットの改訂により 12.宣言方法の項番の変更を実

施 

（内容変更なし） 

 

 

 

 

【プログラム情報】 

プログラム名 エコリーフ環境ラベルプログラム 

プログラムWEBサイト https://ecoleaf-label.jp/ 

プログラム運営者 一般社団法人サステナブル経営推進機構 

プログラム運営者住所 東京都千代田区鍛冶町 2丁目 2番 1号 

 

 

 



 

 

No. 項目 内容 

1 適用範囲 この PCR は、エコリーフ環境ラベルプログラムにおいて「建築物（躯体および仕

上げ材）」を対象とする算定および宣言に関する規則、要求事項および指示事

項である。 

なお、対象製品の関係法令に抵触する内容については、法令順守を優先す

る。 

 

※適用範囲の留意事項 

①この PCRは当面 CFP宣言のみに使用できるものとする。 

②この PCRでは、既存の建築物の施工時の実績情報ではなく、算定対象

の建築物の設計・積算情報に基づいて算定を実施する。そのため、実際

の建築物の算定結果とは異なる可能性がある。 

 

2 対象とする製品種別の定義 

2-1 製品種別 建築物（躯体および仕上げ材）を対象とする。 

ただし、戸建住宅および 2階建以下の共同住宅を除く。 

2-2 機能 建築物（躯体および仕上げ材）の顧客への提供。 

建築物の用途（オフィス用途、マンション用途等）は制限しない。 

2-3 算定単位 

（機能単位） 

1棟・耐用年数あたり、または延べ床面積・耐用年数あたりとする。 

2-4 対象とする構成要素 次の要素を含むものとする。 

・基礎、躯体、外装材、内装材および改修時に必要とする資材 

 

ただし、次の要素は含まないものとする。 

・ 建築物に設置される設備。設備は運用時と密接に詳細検討されるべきもので

あるため 

・ 外構 

3

. 

引用した規格および PCR 

3-1 引用規格および引用

PCR 

次の規格を引用する。 

・日本建築学会, 「建物の LCA 指針-温暖化・資源消費・廃棄物対策のための

評価ツール-（改訂版）」, （2013） 

・公益社団法人ロングライフビル推進協会BELCA「LC評価、長期修繕計画、診

断、資産評価、ER のための建築物のライフサイクルマネジメント用データ集」,

（2014） 

・社団法人建築業協会環境委員会副産物部会, 「建築系混合廃棄物の原単位

調査報告書」,  (2004) 

・社団法人建築業協会環境委員会副産物部会, 「建築物の解体に伴う廃棄物

の原単位調査報告書」,  (2004) 

 

4 用語および定義 

4-1 用語および定義 ① 耐用年数 

建築物またはその部分が使用に耐えなくなるまでの物理的耐用年数 

 

② RC造 

鉄筋コンクリート造 

 

③ S造 

鉄骨造 



 

 

④ SRC造 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

 

⑤ CB造 

コンクリートブロック造 

 

⑥ 躯体 

建築物の構造体で建築構造を支える骨組みにあたる部分（基礎、杭、壁、柱、

梁、床、屋根など） 

 

⑦ 外構 

建物本体以外の外部廻り（敷地内） 

 

⑧ 外装材 

建築の外側を装飾する材（ボード、タイル等） 

 

⑨ 内装材 

床、壁、天井などに使う仕上げ材や下地材の総称 

 

⑩ 山留め 

地盤を掘削するとき、支持材などを用いて周辺の地盤が崩壊しないように防ぐこ

と 

 

⑪ 土工事 

地下構造体を構築するため土を掘削したり埋戻したりする工事 

 

⑫ 杭・地業工事 

基礎や基礎スラブを支えるために、それより下の地盤に各種杭、砂利、砂及び

捨てコンクリートを設ける工事 

 

⑬ 地鎮祭 

工事を始める前に土地の神をまつり、工事の無事を祈る儀式 

 

⑭ 仮囲い 

工事期間中、工事場と外部との仕切り、交通の遮断、内外の安全、盗難の防止

等のため、工事場の周辺に設ける囲い 

 

⑮ ベンチマーク 

測量で、高低の基準となる水準点 

 

⑯ 縄張り 

建物などを建てるとき、敷地に縄を張って敷地境界や建物の位置を定めること 

 

⑰ やり方 

工事に先立ち、貫や杭などで土工面や構造物の位置を表示し施工の目安にす

ること 

 

⑱ 設備 

電気設備、空調設備、給排水・衛生設備、昇降機(エレベーター)設備の総



 

称 

⑲ 仕上げ材 

建物の内外装に使用する、直接目に触れる部分の表面材料 

 

5 製品システム（データの収集範囲） 

5-1 製品システム（データの

収集範囲） 

次のライフサイクル段階を対象とする。 

・資材製造段階 

・施工段階 

・修繕・改修段階 

・廃棄・リサイクル段階 

 

ただし、各段階でデータを個別に収集することが困難なプロセスは、いずれかの

段階にまとめて計上してもよい。 

 

建築物運用段階は対象としない。建築物のライフサイクルにおいて運用段階は

重要な要素であるが、モデル化が困難であるため。 

建設予定地における既存建築物等の撤去は対象としない。既存建築物等の製

品システムに含まれるため。 

5-2 カットオフ基準およびカ

ットオフ対象 

【カットオフ対象とする段階、プロセスおよびフロー】 

・建築物を生産する設備（クレーン、現場事務所など）や投入物や廃棄物を輸送

する輸送用機器（トラックなど）などの資本財の使用時以外の負荷 

・生産工場などの建設に係る負荷 

・複数年使用する資材（仮設、樹脂型枠など）の製造負荷および輸送負荷 

・投入物を外部から調達する際に使用される容器包装や輸送資材の負荷 

・副資材のうち、マスク、軍手等の汎用的なものの負荷 

・事務部門や研究部門などの間接部門に係る負荷 

・土地利用変化に係る負荷。ただし、森林であった土地を改変し建築する場合

は、森林に固定されていた炭素の排出はカットオフ対象としない。 

・施工段階における施工現場に出入りする人の移動に係る負荷 

 

【カットオフ基準の特例】 

特に規定しない。 

5-3 ライフサイクルフロー図 附属書 A（規定）に一般的なライフサイクルフロー図を示す。算定時には、このラ

イフサイクルフロー図から外れない範囲で算定製品ごとに詳細化したライフサイ

クルフロー図を作成しなければならない。 

6 全段階に共通して適用する算定方法 

6-1 一次データの収集範囲 一次データの収集範囲は(7-2)、(8-2)、(9-2)および(10-2)に記載する。 

なお、一次データの収集範囲外のデータ収集項目についても、必要に応じて一

次データを収集してよい。 

6-2 一次データの品質 算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

6-3 一次データの収集方法 算定対象の建築物の設計・積算情報から物量データを収集する。ただし、物量

データの入手が難しい場合は金額データを収集してもよい。 

6-4 二次データの品質 算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

6-5 二次データの収集方法 CFP のみの算定・宣言を行う場合は、「建築物の LCA ツール ver.5.00」に搭

載された LCA データベースのデータを用いてもよい。また、複合的な建築資

材を使用する場合は、附属書 D（規定）に挙げる資材の構成量を用いてもよ

い。 

 

注記：同データベースには、建築資材の製造だけでなく調達輸送も含む原単位

がある。調達輸送を含む原単位を使用する場合は、別途調達輸送の負荷を加



 

算する必要はない。 

6-6 配分 【配分基準に関する規定】 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

 

【配分の回避に関する規定】 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

 

【配分の対象に関する規定】 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

 

6-7 シナリオ 【輸送に関するデータ収集】 

輸送量（または燃料使用量）に関して一次データの収集が困難な場合、および

各段階でシナリオを設定していない場合は、附属書 B（規定）のシナリオを使用

しなければならない。 

 

【廃棄物等の取扱い】 

処理方法について一次データの収集が困難な場合、および各段階でシナリオ

を設定していない場合は、すべてがれき類として排出されて中間処理されるとし

て算定する。 

 

6-8 その他 算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

7 資材製造段階に適用する項目 

7-1 データ収集範囲に含ま

れるプロセス 

① 「建築資材」の製造および輸送に係るプロセス 

7-2 データ収集項目 次表に示すデータ項目を収集する。 

 

① 「建築資材」の製造および輸送に係るプロセス  

活動量の項目名 
活動量 

の区分 

活動量に乗じる 

原単位の項目名 

「建築資材（コンクリート、木製型枠、鉄

筋、鉄骨、鉄板、防水用資材、断熱材、

石材、木材、タイル、モルタル、建具、ガ

ラス、その他の内装材、その他の外装

材）」 

製品生産サイトへの投入量 

一次 

「建築資材」 

製造および調達輸

送原単位 

 

【建築資材の製造に係るプロセスのデータ収集に関する規定】 

主要構造部材（コンクリート、鉄筋、鉄骨、木材）については、建築資材の素材

構成を把握し、素材別の質量を集計することが望ましい。ただし、このデータ収

集が困難な場合は、 

・ 建築資材の物量または金額 

・ 建築資材の製造原単位 

を収集し、建築資材の資源採掘から製造に係るライフサイクルでの負荷を算定

してもよい。 

 

※1 輸送を個別に計上する場合には、次の項目を一次データとして収集

する。 

[燃料法の場合] 

・輸送手段ごとの「燃料使用量」 

[燃費法の場合] 



 

・輸送手段ごとの「燃費」 

・輸送手段ごとの「輸送距離」 

[トンキロ法の場合] 

・輸送手段ごとの「輸送重量」 

 

7-3 一次データの収集方法

および収集条件 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

7-4 シナリオ 【輸送に関するシナリオ】 

建築物の LCA ツール ver.5.00 搭載 LCA データベース 【抜粋版】の原単位

データには調達輸送を含むものがある。調達輸送を含む原単位を用いない場

合は、附属書 B（規定）のシナリオを用いて建築資材の施工現場への輸送量を

収集すること。 

 

※主要構造部材（コンクリート、鉄筋、鉄骨、木材）は、調達輸送を含まない原単

位を採用することが望ましい。 

 

【木製型枠の投入量に関するシナリオ】 

木製型枠は通常数回転用される。型枠工事面積のみがデータ収集できて、木

製型枠の投入量のデータ収集ができない場合は、木製型枠工事面積の四分の

一を型枠の投入量とする。このシナリオは CASBEEに基づく。 

 

7-5 その他 算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

 

8 施工段階に適用する項目 

8-1 データ収集範囲に含ま

れるプロセス 

① 施工（山留め・土工事、杭・地業工事、躯体工事、仕上げ工事）プロセス 

 

※着工（地鎮祭、確認申請、工事届等）プロセス、準備（仮囲い、現場事務所設

置、ベンチマーク、縄張り、やり方等）プロセス、設備工事プロセス、検査プロ

セス、竣工プロセスは算定対象外とする。 

 

8-2 データ収集項目 次表に示すデータ項目を収集する。 

 

①施工（山留め、土工事、杭・地業、躯体工事、仕上げ工事）プロセス 

活動量の項目名 
活動量 

の区分 

活動量に乗じる 

原単位の項目名 

「燃料」 

「電力」 

施工プロセスへの投入量 

一次または

シナリオ 

「燃料」 

「電力」 

製造と供給および使

用原単位 

「廃棄物等」 

「廃水」 

※2 

 

※2 廃棄物等および廃水に関するデータ収集項目 

活動量の項目名 
活動量 

の区分 

活動量に乗じる 

原単位の項目名 

「廃棄物等」 

「廃水」 

処理方法ごとの排出量 

一次 

または 

シナリオ 

「各処理方法」 

処理原単位 



 

 

 

「廃棄物等」 

各処理施設への輸送量（または燃料使

用量） 

※1 
「各輸送手段」 

輸送原単位 

8-3 一次データの収集方法

および収集条件 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

8-4 シナリオ 【廃棄物等の発生量に関するシナリオ】 

施工プロセスにおける廃棄物（建築副産物）の発生量は次のシナリオに基づい

て算定してもよい。ただし、杭に関わる掘削工事における汚泥を除く。 

建設廃棄物の発生量[kg]＝35[kg/m2]×法定延べ床面積[m2] 

 

※上記算定式は、社団法人建築業協会環境委員会副産物部会(2004),「建築

系混合廃棄物の原単位調査報告書」に基づく。 

 

【杭に関わる掘削工事における汚泥の発生量に関するシナリオ】 

杭に関わる掘削工事における汚泥の発生量は掘削体積の 8割とする。 

※汚泥の比重は 1.1 [トン/m3]とする。日本産業廃棄物処理振興センター資料

に基づく。 

 

【施工プロセスの燃料消費量に関するシナリオ】 

施工プロセスの燃料・電力等の投入量は、附属書 C（規定）に記すシナリオを使

用して算定してもよい。ただしこのシナリオは CFP の算定・宣言を行う場合のみ

使用できるものとし、エコリーフの場合は使用してはならない。 

 

8-5 その他 【カットオフに関する規定】 

施工プロセスにおける建築資材由来の廃棄物（いわゆる施工ロス）の発生量は、

建築資材の総投入量と比べてごく微量であるため、カットオフ対象としてもよい。

ただし、杭に関わる掘削工事における汚泥の処理についてはカットオフ対象とし

ない。 

 

9 修繕・改修段階に適用する項目 

9-1 データ収集範囲に含ま

れるプロセス 

①修繕・改修プロセス 

9-2 データ収集項目 次表に示すデータ項目を収集する。 

 

①修繕・改修プロセス 

活動量の項目名 
活動量 

の区分 

活動量に乗じる 

原単位の項目名 

「建築資材（コンクリート、鉄筋、鉄骨、鉄

板、防水用資材、断熱材、石材、木材、

タイル、モルタル、建具、ガラス、その他

の内装材、その他の外装材）」 

製品生産サイトへの投入量 

一次 

または 

シナリオ 

「建築資材」 

製造および調達輸

送原単位 

 

※1 輸送量（または燃料使用量）については、7-2に準ずる。 

※2 廃棄物等および廃水については、7-2に準ずる。 

 

9-3 一次データの収集方法

および収集条件 

修繕・改修に必要な建設資材の投入量は、更新によるものと修繕によるものから

求める。更新によるものは、建築物の耐用年数までの間の更新回数から求め、



 

修繕によるものは毎年の修繕率から求める。 

9-4 シナリオ 【建築部材の更新周期】 

建築部材の更新周期（計画更新年数）は、建築工事を構成する工事細目ごとに

ことなるため、下記の文献を参考にして部位別に設定するか、附属書 E（規定）

を用いる。なお、土工・地業、躯体は建て替えない限り更新するものではないた

め、建て替え周期と同じ年数とする 

・公益社団法人ロングライフビル推進協会BELCA「LC評価、長期修繕計画、診

断、資産評価、ER のための建築物のライフサイクルマネジメント用データ集」

（2014） 

 

【建築部材の修繕率】 

建築部材の修繕率については 2％/年とする。なお、土工・地業、躯体は建て替

えない限り修繕するものではないため、0%とする。 

参照：公益社団法人ロングライフビル推進協会BELCA、「LC評価、長期修繕計

画、診断、資産評価、ER のための建築物のライフサイクルマネジメント用データ

集」（2014）より代表的な建築部材の修繕率を採用 

 

9-5 その他 【カットオフに関する規定】 

・改修工事プロセスのエネルギー使用にかかる負荷および廃棄物処理の負荷

はカットオフ対象とする。 

10 廃棄・リサイクル段階に適用する項目 

10-1 データ収集範囲に含ま

れるプロセス 

①解体プロセス 

②「建設副産物」の廃棄・リサイクルプロセス 

10-2 データ収集項目 次表に示すデータ項目を収集する。 

 

①解体プロセス 

活動量の項目名 
活動量 

の区分 

活動量に乗じる 

原単位の項目名 

「建築物の延べ床面積」 一次 
「建築物の解体」 

原単位 ※3 

 

②「建設副産物」の廃棄・リサイクルプロセス 

活動量の項目名 
活動量 

の区分 

活動量に乗じる 

原単位の項目名 

「建設副産物」 

処理方法ごとの排出量 

一次 

または 

シナリオ 

「各処理方法」 

原単位 

「建設副産物」 

各処理施設への輸送量（または燃料

使用量） 

※1 
「各輸送手段」 

原単位 

 

※1 輸送量（または燃料使用量）については、7-2に準ずる。 

※3 IDEA で算定する場合、「建築物の解体」は以下の PCR 原単位を使用し

てもよい。 

JP-AA-0001 建築現場解体（構造不特定） 

JP-AA-0002 建築現場解体（木造） 

JP-AA-0003 建築現場解体（非木造） 

 

10-3 一次データの収集方法

および収集条件 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 



 

10-4 シナリオ 【建設副産物の排出量の算定に関する規定】 

廃棄・リサイクル段階における廃棄物の排出量は、ビルの解体によって発生する

建設副産物の発生量とみなす。建設副産物の発生量は次のシナリオに基づい

て算定してもよい。 

 

・建設副産物の発生量[kg]=新築時の建築資材の総投入量[kg]－現場に残置

される杭の量[kg] 

 

※コンクリートの比重は 2.3 [トン/m3]とする。 

 

なお、新築時の建築資材の総投入量[kg]のうち、コンクリート、鉄筋、鉄骨およ

び鉄板以外の建築資材の投入量については、次のシナリオに基づいて算定し

てもよい。 

 

・コンクリート、鉄筋、鉄骨および鉄板以外の建築資材の投入量[kg] 

＝（コンクリート、鉄筋、鉄骨および鉄板の投入量[kg]）×0.1 

 

※シナリオの考え方：建設廃棄物の総量の内、9 割程度は「コンクリートがら」と

「金属くず（スクラップ）」であることから、その他の建設資材の投入量を推計す

る。 

 参照：社団法人建築業協会環境委員会副産物部会(2004), 「建築物の解体

に伴う廃棄物の原単位調査報告書」 

 

10-5 その他 特に規定しない。 

11 LCI計算、ライフサイクル影響評価に関する項目 

11-

1 

LCI 計算、ライフサ

イクル影響評価に

関する項目 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

1

1

-

2 

影響評価項目お

よび特性化係数

の追加 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

12 宣言方法 

1

2

-

1 

製品の仕様 【必須記載事項】 

次の項目は表示をしなければならない。 

・建設規模 

・建築面積 

・延べ床面積 

・構造 

 

12-

2 

エコリーフ 

ライフサイクル 

影響評価結果 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

12-

3 

エコリーフ 

ライフサイクル 

インベントリ分析 

関連情報 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

12-

4 

エコリーフ 

材料および物質に

関する構成成分 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 



 

12-

5 

エコリーフ 

廃棄物関連情報 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

12-

6 

CFP算定結果 気候変動 100年指数（第 5次報告書・IPCC2013）の結果を記載する。 

12-

7 

追加情報 

（エコリーフ/CFP 共

通） 

【必須表示内容の規定】 

次の項目は表示をしなければならない。 

・ 設計・積算情報に基づいた結果であること 

・ 設備と建築物運用段階が調査範囲に含まれていないこと 

・ 附属書 C（規定）のシナリオを用いた場合、施工プロセスの燃料消費量等に

かかる負荷は、CO2以外の温室効果ガスの排出は考慮していないこと 

 

12-

8 

その他エコデザイン 

関連情報 

（エコリーフ/CFP 共

通） 

算定・宣言規定に定める要求事項以外は特に規定しない。 

 

12-

9 

その他 【表示可能とする内容の規定】 

次の単位における算定結果の数値表示を表示可能とする。 

・延べ床面積・耐用年数あたり 

・1棟・耐用年数あたり 

・床面積 1m2・耐用年数あたり 

・延べ床面積・1年あたり 

・1棟・1年あたり 

・床面積 1m2・1年あたり 

13 その他 

1

3 

 本 PCRは CFPプログラムにおける CFP-PCR を元に、エコリーフとの統合に

よりエコリーフ環境ラベルプログラム用 PCR として作成したものである。 

エコリーフ宣言による算定を行う際には、見直しの上、改定を行うものとす

る。 

 



 

附属書 A：ライフサイクルフロー図（規定） 

 
※全てのエネルギーおよび水の供給と使用に係るプロセスはフロー図から省略 
※このフロー図は建築物（躯体）のライフサイクルの概要を示した。特定の製品の CFP算定にあたっては、不要なプロセスを省略する等、実際に利用しているプロセスに沿って算定すること 

【凡例】 
算定の対象プロセス 

算定の対象物 

算定の対象外 



 

附属書B：輸送シナリオ（規定） 

一次データが得られない場合の輸送シナリオを次に示す。 

 

B1. 輸送距離 

・ 市内もしくは近隣市間に閉じることが確実な輸送の場合：30 km 

・ 県内に閉じることが確実な輸送の場合：100 km 

・ 県間輸送の可能性がある輸送の場合：500 km 

・ 特定地域に限定されない場合（国内）：1,000 km 

・ 海外における陸送距離：500 km 

・ 港→港：港間の航行距離 

 

B2. 輸送手段および積載率 

ライフサイクル段階 設定シナリオ 

資材製造段階 輸送が陸運のみの場合 

 

＜輸送手段＞ 10 トントラック 

＜積 載 率＞ 100 % 

輸送に海運が伴う場合 

（輸入先国内輸送、生産サイト→港） 

＜輸送手段＞ 10 トントラック 

＜積 載 率＞ 100% 

輸送に海運が伴う場合 

（国際間輸送、港→港） 

＜輸送手段＞ コンテナ船（＜4,000 TEU） 

輸送に海運が伴う場合 

（国内輸送、港→納入先） 

＜輸送手段＞ 10 トントラック 

＜積 載 率＞ 100% 

施工段階 

建築資材調達輸送 

廃棄物輸送 

建築資材調達輸送 原材料調達段階と同じ 

廃棄物輸送 

（施工現場→処理施設） 

＜輸送手段＞ 10 トントラック 

＜積 載 率＞ 100 % 

修繕・改修段階 

建築資材調達輸送 

廃棄物輸送 

建築資材調達輸送 原材料調達段階と同じ 

廃棄物輸送 

（施工現場→処理施設） 

＜輸送手段＞ 10 トントラック 

＜積 載 率＞ 100 % 

廃棄・リサイクル段階 廃棄物輸送 

（施工現場→処理施設） 

＜輸送手段＞ 10 トントラック 

＜積 載 率＞ 100% 

 



 

附属書 C：施工プロセスの燃料消費量等に関するシナリオ（規定） 

 

施工プロセスの燃料消費量等にかかる CO2排出量は、以下のシナリオを用いて算定してもよい。ただしこの

シナリオはCFPの算定・宣言を行う場合のみ使用できるものとし、エコリーフの場合は使用してはならない。 

＜施工プロセスにおける燃料消費等によるCO2排出量の算定シナリオ＞ 

 

資材製造段階のCO2排出量×下表の建設部門別工事分倍率 

 

表：2005年建設部門分析用産業連関表を利用した工事分倍率（出所：日本建築学会(2013)「建物のLCA指針」） 

建設部門名称 工事分倍率 

木造住宅 0.247  

木造工場 0.316  

木造事務所 0.314  

SRC住宅 0.323  

RC住宅 0.340  

S住宅 0.299  

CB住宅 0.366  

SRC工場 0.372  

SRC事務所 0.327  

RC工場 0.412  

RC学校 0.354  

RC事務所 0.341  

S工場 0.372  

S事務所 0.315  

CB非住宅 0.377  

 

＜シナリオ設定の考え方＞ 

施工プロセスの燃料消費量等の把握について、日本建築学会(2013)「建物の LCA 指針」では、「現場での燃料消

費、共通仮設、現場経費、一般管理費等に係わるCO2排出量については、設計初期段階で詳細に積み上げること

は困難である。このため、建設部門分析用産業連関表を利用して、あらかじめ算出した資材製造と流通段階（※）

までの環境負荷に対するそれ以外の割合（等倍）のデータベースを利用し、工事全体の環境負荷を算出する。」と

している。そこで、このPCRでも同じ方法を採用することとする。 

 

※「建物のLCA指針」の言う「流通段階」は、このPCRでは「資材の調達輸送」と表現している。 

 



 

附属書 D：複合的な建築資材の構成量（規定） 

 

 複合的な建築資材のデータが必要な場合は、本附属書に挙げる資材の構成量を用いてもよい。 

D1：一般社団法人日本建築学会 (2013) , 「建物のLCA指針」基準の資材の構成量 

 

公開用整理番号 項目 単位 資材量[kg] 端材率[%] 投入量[kg]

杭・基礎
2.2-01 現場打RC杭(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc24N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.00.E+02 2% 3.06.E+02
2.2-01 天然骨材 1.81.E+03 2% 1.84.E+03
2.2-01 回収水 1.77.E+02 1.77.E+02
2.2-01 生コン製造工程 2.28.E+03
2.2-01 鉄筋 1.00.E+02 2% 1.02.E+02
2.2-02 現場打RC杭(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc27N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.22.E+02 2% 3.28.E+02
2.2-02 天然骨材 1.79.E+03 2% 1.82.E+03
2.2-02 回収水 1.78.E+02 1.78.E+02
2.2-02 生コン製造工程 2.29.E+03
2.2-02 鉄筋 1.00.E+02 2% 1.02.E+02
2.2-03 現場打RC杭(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc30N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.48.E+02 2% 3.55.E+02
2.2-03 天然骨材 1.76.E+03 2% 1.79.E+03
2.2-03 回収水 1.81.E+02 1.81.E+02
2.2-03 生コン製造工程 2.29.E+03
2.2-03 鉄筋 1.00.E+02 2% 1.02.E+02
2.2-04 現場打RC杭(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc36N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.50.E+02 2% 3.57.E+02
2.2-04 天然骨材 1.76.E+03 2% 1.80.E+03
2.2-04 回収水 1.75.E+02 1.75.E+02
2.2-04 生コン製造工程 2.29.E+03
2.2-04 鉄筋 1.00.E+02 2% 1.02.E+02

2.2-11 現場打RC杭(B種高炉)　Fc24N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 3.00.E+02 2% 3.06.E+02
2.2-11 天然骨材 1.81.E+03 2% 1.84.E+03
2.2-11 回収水 1.77.E+02 1.77.E+02
2.2-11 生コン製造工程 2.28.E+03
2.2-11 鉄筋 1.00.E+02 2% 1.02.E+02
2.2-12 現場打RC杭(B種高炉)　Fc27N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 3.22.E+02 2% 3.28.E+02
2.2-12 天然骨材 1.79.E+03 2% 1.82.E+03
2.2-12 回収水 1.78.E+02 1.78.E+02
2.2-12 生コン製造工程 2.29.E+03
2.2-12 鉄筋 1.00.E+02 2% 1.02.E+02
2.2-13 現場打RC杭(B種高炉)　Fc30N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 3.48.E+02 2% 3.55.E+02
2.2-13 天然骨材 1.76.E+03 2% 1.79.E+03
2.2-13 回収水 1.81.E+02 1.81.E+02
2.2-13 生コン製造工程 2.29.E+03
2.2-13 鉄筋 1.00.E+02 2% 1.02.E+02
2.2-14 現場打RC杭(B種高炉)　Fc36N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 3.50.E+02 2% 3.57.E+02
2.2-14 天然骨材 1.76.E+03 2% 1.80.E+03
2.2-14 回収水 1.75.E+02 1.75.E+02
2.2-14 生コン製造工程 2.29.E+03
2.2-14 鉄筋 1.11.E+02 2% 1.13.E+02
2.2-15 結晶化骨材ｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc36N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 2.10.E+02 2% 2.14.E+02
2.2-15 天然骨材 6.94.E+02 2% 7.08.E+02
2.2-15 回収水 1.75.E+02 1.75.E+02
2.2-15 高炉スラグ 1.40.E+02 2% 1.43.E+02
2.2-15 結晶化骨材 1.26.E+03 2% 1.28.E+03
2.2-15 生コン製造工程 2.48.E+03
2.2-15 鉄筋 1.11.E+02 2% 1.13.E+02
2.2-19 現場打RC杭(B種高炉-再生骨材)　Fc24N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 3.00.E+02 2% 3.06.E+02
2.2-19 天然骨材 6.50.E+02 2% 6.63.E+02
2.2-19 再生骨材 1.16.E+03 2% 1.18.E+03
2.2-19 回収水 1.77.E+02 1.77.E+02
2.2-19 生コン製造工程 2.40.E+03
2.2-19 鉄筋 1.00.E+02 2% 1.02.E+02

2.2-21 PCコンクリート杭 ｍ3 PCコンクリート 2.35.E+03 2.35.E+03
2.2-21 鉄筋 1.00.E+02 1.00.E+02

コンクリート

2.2-追1 捨てｺﾝ(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 2.85.E+02 2% 2.91.E+02

2.2-追1 天然骨材 1.82.E+03 2% 1.86.E+03
2.2-追1 回収水 1.85.E+02 1.85.E+02
2.2-追1 生コン製造工程 2.29.E+03
3.1-01 ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc24N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.00.E+02 2% 3.06.E+02
3.1-01 天然骨材 1.81.E+03 2% 1.84.E+03
3.1-01 回収水 1.77.E+02 1.77.E+02
3.1-01 生コン製造工程 2.28.E+03
3.1-02 ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc27N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.22.E+02 2% 3.28.E+02
3.1-02 天然骨材 1.79.E+03 2% 1.82.E+03
3.1-02 回収水 1.78.E+02 1.78.E+02
3.1-02 生コン製造工程 2.29.E+03
3.1-03 ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc30N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.48.E+02 2% 3.55.E+02
3.1-03 天然骨材 1.76.E+03 2% 1.79.E+03
3.1-03 回収水 1.81.E+02 1.81.E+02
3.1-03 生コン製造工程 2.29.E+03
3.1-04 ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc36N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.50.E+02 2% 3.57.E+02
3.1-04 天然骨材 1.76.E+03 2% 1.80.E+03
3.1-04 回収水 1.75.E+02 1.75.E+02
3.1-04 生コン製造工程 2.29.E+03
3.1-05 ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc42N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 4.38.E+02 2% 4.47.E+02
3.1-05 天然骨材 1.69.E+03 2% 1.72.E+03
3.1-05 回収水 1.75.E+02 1.75.E+02
3.1-05 生コン製造工程 2.30.E+03
3.1-06 ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ)　Fc50N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 5.19.E+02 2% 5.29.E+02
3.1-06 天然骨材 1.64.E+03 2% 1.67.E+03
3.1-06 回収水 1.70.E+02 1.70.E+02
3.1-06 生コン製造工程 2.33.E+03
3.1-09 ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ-再生砕石)　Fc24N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.00.E+02 2% 3.06.E+02
3.1-09 天然骨材 6.50.E+02 2% 6.63.E+02
3.1-09 再生骨材 1.16.E+03 2% 1.18.E+03
3.1-09 回収水 1.77.E+02 1.77.E+02
3.1-09 生コン製造工程 2.28.E+03

3.1-11 ｺﾝｸﾘｰﾄ(B種高炉)　Fc24N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 3.00.E+02 2% 3.06.E+02
3.1-11 天然骨材 1.81.E+03 2% 1.84.E+03
3.1-11 回収水 1.77.E+02 1.77.E+02
3.1-11 生コン製造工程 2.28.E+03
3.1-12 ｺﾝｸﾘｰﾄ(B種高炉)　Fc27N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 3.22.E+02 2% 3.28.E+02
3.1-12 天然骨材 1.79.E+03 2% 1.82.E+03
3.1-12 回収水 1.78.E+02 1.78.E+02
3.1-12 生コン製造工程 2.29.E+03
3.1-13 ｺﾝｸﾘｰﾄ(B種高炉)　Fc30N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 3.48.E+02 2% 3.55.E+02
3.1-13 天然骨材 1.76.E+03 2% 1.79.E+03
3.1-13 回収水 1.81.E+02 1.81.E+02
3.1-13 生コン製造工程 2.29.E+03
3.1-14 ｺﾝｸﾘｰﾄ(B種高炉)　Fc36N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 3.50.E+02 2% 3.57.E+02
3.1-14 天然骨材 1.76.E+03 2% 1.80.E+03
3.1-14 回収水 1.75.E+02 1.75.E+02
3.1-14 生コン製造工程 2.29.E+03
3.1-15 ｺﾝｸﾘｰﾄ(B種高炉)　Fc42N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 4.38.E+02 2% 4.47.E+02
3.1-15 天然骨材 1.69.E+03 2% 1.72.E+03
3.1-15 回収水 1.75.E+02 1.75.E+02
3.1-15 生コン製造工程 2.30.E+03
3.1-16 ｺﾝｸﾘｰﾄ(B種高炉)　Fc50N/mm2 ｍ3 B種高炉ｾﾒﾝﾄ 5.19.E+02 2% 5.29.E+02
3.1-16 天然骨材 1.64.E+03 2% 1.67.E+03
3.1-16 回収水 1.70.E+02 1.70.E+02
3.1-16 生コン製造工程 2.33.E+03

＜建築物（躯体および仕上げ材）PCR　資材の構成例＞ ＜一般社団法人日本建築学会 (2013) ,　「建物のLCA指針」＞

 

公開用整理番号 項目 単位 資材量[kg] 端材率[%] 投入量[kg]

0.00.E+00
3.1-21 結晶化骨材ｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc24N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 1.80.E+02 2% 1.84.E+02
3.1-21 天然骨材 7.12.E+02 2% 7.26.E+02
3.1-21 回収水 1.77.E+02 1.77.E+02
3.1-21 高炉スラグ 1.20.E+02 2% 1.22.E+02
3.1-21 結晶化骨材 1.29.E+03 2% 1.31.E+03
3.1-21 生コン製造工程 2.48.E+03
3.1-24 結晶化骨材ｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc36N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 2.10.E+02 2% 2.14.E+02
3.1-24 天然骨材 6.94.E+02 2% 7.08.E+02
3.1-24 回収水 1.75.E+02 1.75.E+02
3.1-24 高炉スラグ 1.40.E+02 2% 1.43.E+02
3.1-24 結晶化骨材 1.26.E+03 2% 1.28.E+03
3.1-24 生コン製造工程 2.48.E+03
3.1-25 結晶化骨材ｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc42N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 2.63.E+02 2% 2.68.E+02
3.1-25 天然骨材 6.66.E+02 2% 6.79.E+02
3.1-25 回収水 1.75.E+02 1.75.E+02
3.1-25 高炉スラグ 1.75.E+02 2% 1.79.E+02
3.1-25 結晶化骨材 1.20.E+03 2% 1.22.E+03
3.1-25 生コン製造工程 2.48.E+03
3.1-26 石炭灰人工骨材ｺﾝｸﾘｰﾄ 平均Fc50N/mm2 ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 4.15.E+02 2% 4.24.E+02
3.1-26 天然骨材 7.87.E+02 2% 8.03.E+02
3.1-26 回収水 1.70.E+02 1.70.E+02
3.1-26 高炉スラグ 1.04.E+02 2% 1.06.E+02
3.1-26 石炭灰人工骨材 4.81.E+02 2% 4.90.E+02
3.1-26 生コン製造工程 1.96.E+03

PCコンクリート躯体
3.1-91 PCコンクリート　（Fc24N/mm2） ｍ3 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 3.00.E+02 2% 3.06.E+02
3.1-91 天然骨材 1.81.E+03 2% 1.84.E+03
3.1-91 回収水 1.77.E+02 1.77.E+02
3.1-91 PC製造工程 0.00.E+00

型枠・鉄筋・鉄骨
3.2-01 型枠 m2 合板 7.60.E+00 2% 7.75.E+00
3.2-01 製材 4.40.E+00 2% 4.49.E+00
3.3-01 鉄骨 kg 鉄骨 1.00.E+00 2% 1.02.E+00
3.3-09 雑鉄骨 kg 鉄骨 1.00.E+00 2% 1.02.E+00
3.4-01 鉄筋 kg 鉄筋 1.00.E+00 2% 1.02.E+00
3.9-01 耐火被覆(柱：ケイカル板) m2 土石製品 1.28.E+01 2% 1.31.E+01
3.9-01 ガラス繊維 1.60.E+00 2% 1.63.E+00
3.9-02 耐火被覆(梁:湿式) m2 岩綿 1.30.E+01 2% 1.33.E+01
3.9-02 砂（モルタル用） 4.20.E+00 2% 4.28.E+00
3.9-02 セメント（モルタル用） 1.40.E+00 2% 1.43.E+00
3.9-03 デッキプレート m2 鋼材 1.44.E+01 2% 1.47.E+01
3.9-04 PC鋼線 kg 鋼材 1.00.E+00 2% 1.02.E+00

3.9-追2 ワイヤーメッシュ m2 鋼材 2.50.E+00 2% 2.55.E+00

外装
4.1-01 屋根 歩行防水　 (断熱材を除く） m2 押さえｺﾝｸﾘｰﾄ60t 1.41.E+02 2% 1.44.E+02
4.1-01 溶接金網 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
4.1-01 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 1.10.E+01 2% 1.12.E+01
4.1-21 屋根 露出防水 　 (断熱材を除く） m2 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 1.50.E+01 2% 1.53.E+01
4.1-22 ｼｰﾄ防水 　 (断熱材を除く） m2 塩ビ系ｼｰﾄ 2.90.E+00 2% 2.96.E+00
4.1-22 接着剤 1.10.E+00 2% 1.12.E+00
4.1-31 笠木（歩行防水・アルミ既製品） m ｱﾙﾐ部材 4.30.E+00 2% 4.39.E+00
4.1-31 ｾﾒﾝﾄ製品(押出成形板) 6.00.E+00 2% 6.12.E+00
4.1-31 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 6.00.E+00 2% 6.12.E+00
4.1-41 内周水切（歩行防水・アルミ既製品） m ｱﾙﾐ部材 3.70.E+00 2% 3.77.E+00
4.1-41 ｾﾒﾝﾄ製品(押出成形板) 6.00.E+00 2% 6.12.E+00
4.1-41 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 6.00.E+00 2% 6.12.E+00
4.1-91 外床　磁器タイル（２丁掛） m2 ﾀｲﾙ 9.5t 1.80.E+01 2% 1.84.E+01
4.1-91 砂（ﾓﾙﾀﾙ用) 8.00.E+00 2% 8.16.E+00
4.1-91 ｾﾒﾝﾄ（ﾓﾙﾀﾙ用) 1.00.E+01 2% 1.02.E+01

4.2-01 ｶﾞﾗｽｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ　単層ｶﾞﾗｽ m2 ｶﾞﾗｽ　10t 2.50.E+01 2% 2.55.E+01
4.2-01 ｱﾙﾐ部材 1.50.E+01 2% 1.53.E+01
4.2-01 ｽﾁｰﾙ部材 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
4.2-01 耐火ﾎﾞｰﾄﾞ　25ｔ 1.00.E+00 2% 1.02.E+00
4.2-02 ｶﾞﾗｽｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ　複層ｶﾞﾗｽ m2 ｶﾞﾗｽ　10t+10t 5.00.E+01 2% 5.10.E+01
4.2-02 ｱﾙﾐ部材 1.50.E+01 2% 1.53.E+01
4.2-02 ｽﾁｰﾙ部材 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
4.2-02 耐火ﾎﾞｰﾄﾞ　25ｔ 1.00.E+00 2% 1.02.E+00
4.2-11 ｱﾙﾐｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ m2 ｱﾙﾐ部材 2.10.E+01 2% 2.14.E+01
4.2-11 ｽﾁｰﾙ部材 5.00.E+00 2% 5.10.E+00
4.2-11 耐火吹付材 7.00.E-01 2% 7.14.E-01
4.2-21 外壁仕上　石 m2 石張り25t 6.50.E+01 2% 6.63.E+01
4.2-22 外壁仕上　中型･大型ﾀｲﾙ m2 大型ﾀｲﾙ 16t 3.70.E+01 2% 3.77.E+01
4.2-22 ｽﾁｰﾙ下地 4.00.E+00 2% 4.08.E+00
4.2-23 外壁仕上　ﾓﾙﾀﾙ+２丁掛ﾀｲﾙ m2 ﾀｲﾙ 9.5t 1.80.E+01 2% 1.84.E+01
4.2-23 砂（ﾓﾙﾀﾙ用) 8.00.E+00 2% 8.16.E+00
4.2-23 ｾﾒﾝﾄ（ﾓﾙﾀﾙ用) 1.00.E+01 2% 1.02.E+01
4.2-24 外壁仕上　吹付ﾀｲﾙ m2 吹付ﾀｲﾙ 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
4.2-25 外壁仕上　塗装 m2 塗装 3.00.E-01 2% 3.06.E-01
4.2-26 外壁仕上　２丁掛ﾀｲﾙ（打込） m2 ﾀｲﾙ 9.5t 1.80.E+01 2% 1.84.E+01
4.2-27 外壁仕上　ﾀｲﾙ下地モルタル m2 砂（ﾓﾙﾀﾙ用) 8.00.E+00 2% 8.16.E+00
4.2-27 ｾﾒﾝﾄ（ﾓﾙﾀﾙ用) 1.00.E+01 2% 1.02.E+01
4.2-41 外壁PC m2 PC部 3.45.E+02 2% 3.52.E+02
4.2-41 鉄筋 1.50.E+01 2% 1.53.E+01
4.2-41 PC製造工程 2% 0.00.E+00
4.2-42 外壁ALC t125 m2 ｾﾒﾝﾄ 1.25.E+01 2% 1.28.E+01
4.2-42 けい石 3.75.E+01 2% 3.83.E+01
4.2-42 生石灰 1.25.E+01 2% 1.28.E+01
4.2-42 鉄筋部分 4.90.E+00 2% 5.00.E+00
4.2-42 型鋼部分 5.50.E+00 2% 5.61.E+00
4.2-42 ALC製造工程 2% 0.00.E+00
4.2-43 押出セメント成形板 60t m2 押出セメント成形板 6.60.E+01 2% 6.73.E+01
4.2-43 ｽﾁｰﾙ下地 1.00.E+01 2% 1.02.E+01

4.3-01 ｱﾙﾐｻｯｼ+ｶﾞﾗｽ10mm（単層-FIX） m2 ｱﾙﾐ部材 7.00.E+00 2% 7.14.E+00
4.3-01 ｽﾁｰﾙ部材 1.20.E+00 2% 1.22.E+00
4.3-01 ｶﾞﾗｽ 10t 2.50.E+01 2% 2.55.E+01
4.3-02 ｱﾙﾐｻｯｼ+ｶﾞﾗｽ10mm（複層-FIX） m2 ｱﾙﾐ部材 7.00.E+00 2% 7.14.E+00
4.3-02 ｽﾁｰﾙ部材 1.20.E+00 2% 1.22.E+00
4.3-02 ｶﾞﾗｽ 10t+10t 5.00.E+01 2% 5.10.E+01
4.3-03 ｱﾙﾐｻｯｼ+ｶﾞﾗｽ10mm（単層-回転窓） m2 ｱﾙﾐ部材 1.20.E+01 2% 1.22.E+01
4.3-03 ｽﾁｰﾙ部材 1.70.E+00 2% 1.73.E+00
4.3-03 ｶﾞﾗｽ 10t 2.50.E+01 2% 2.55.E+01
4.3-04 ｱﾙﾐｻｯｼ+ｶﾞﾗｽ10mm（複層-回転窓） m2 ｱﾙﾐ部材 1.20.E+01 2% 1.22.E+01
4.3-04 ｽﾁｰﾙ部材 1.70.E+00 2% 1.73.E+00
4.3-04 ｶﾞﾗｽ 10t+10t 5.00.E+01 2% 5.10.E+01
4.3-09 ｶﾞﾗｽｽｸﾘｰﾝ m2 ｽﾁｰﾙ部材 2.00.E+01 2% 2.04.E+01
4.3-09 ｶﾞﾗｽ 12t 3.00.E+01 2% 3.06.E+01
4.3-11 ｱﾙﾐｻｯｼ嵌殺+ｶﾞﾗｽ8mm（集合住宅用） m2 ｱﾙﾐ部材 5.20.E+00 2% 5.30.E+00
4.3-11 ｽﾁｰﾙ部材 8.00.E-01 2% 8.16.E-01
4.3-11 ｶﾞﾗｽ 8t 2.00.E+01 2% 2.04.E+01
4.3-12 ｱﾙﾐｻｯｼ嵌殺+ｶﾞﾗｽ8+8mm（集合住宅用） m2 ｱﾙﾐ部材 5.20.E+00 2% 5.30.E+00
4.3-12 ｽﾁｰﾙ部材 8.00.E-01 2% 8.16.E-01
4.3-12 ｶﾞﾗｽ 8t+8t 4.00.E+01 2% 4.08.E+01
4.3-21 ｱﾙﾐｻｯｼ引違+ｶﾞﾗｽ6mm（集合住宅用） m2 ｱﾙﾐ部材 9.00.E+00 2% 9.18.E+00
4.3-21 ｽﾁｰﾙ部材 8.00.E-01 2% 8.16.E-01
4.3-21 ｶﾞﾗｽ 6t 1.50.E+01 2% 1.53.E+01
4.3-22 ｱﾙﾐｻｯｼ引違+ｶﾞﾗｽ6+6mm（集合住宅用） m2 ｱﾙﾐ部材 9.00.E+00 2% 9.18.E+00
4.3-22 ｽﾁｰﾙ部材 8.00.E-01 2% 8.16.E-01
4.3-22 ｶﾞﾗｽ 6t+6t 3.00.E+01 2% 3.06.E+01

＜建築物（躯体および仕上げ材）PCR　資材の構成例＞ ＜一般社団法人日本建築学会 (2013) ,　「建物のLCA指針」＞

 



 

＜続き＞ 

公開用整理番号 項目 単位 資材量[kg] 端材率[%] 投入量[kg]

4.4-01 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 20t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 6.00.E-01 2% 6.12.E-01
4.4-02 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 25t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 7.50.E-01 2% 7.65.E-01
4.4-03 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 30t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 9.00.E-01 2% 9.18.E-01
4.4-04 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 35t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 1.05.E+00 2% 1.07.E+00
4.4-05 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 40t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 1.20.E+00 2% 1.22.E+00
4.4-06 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 45t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 1.35.E+00 2% 1.38.E+00
4.4-07 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 50t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 1.50.E+00 2% 1.53.E+00
4.4-08 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 75t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 2.25.E+00 2% 2.30.E+00
4.4-09 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 100t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
4.4-10 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 15t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 4.50.E-01 2% 4.59.E-01
4.4-21 断熱材　GW  25t m2 GW  t25 6.00.E-01 2% 6.12.E-01
4.4-22 断熱材　GW  50t m2 GW  t50 1.20.E+00 2% 1.22.E+00
4.4-23 断熱材　GW  75t m2 GW  t75 1.80.E+00 2% 1.84.E+00
4.4-24 断熱材　GW  100t m2 GW  t100 2.40.E+00 2% 2.45.E+00

4.9-01 外天井　岩綿吸音板仕上 m2 岩綿吸音板 12t 5.00.E+00 2% 5.10.E+00
4.9-01 PB 9.5t 7.00.E+00 2% 7.14.E+00
4.9-01 LGS 下地 2.70.E+00 2% 2.75.E+00
4.9-02 ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔て板 m2 ケイカル板　ｔ5 4.50.E+00 2% 4.59.E+00
4.9-03 ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺 ｍ ｱﾙﾐ部材 8.47.E-01 2% 8.64.E-01
4.9-11 風除室 箇所 ｽﾁｰﾙ部材 1.00.E+03 2% 1.02.E+03
4.9-11 ｶﾞﾗｽ 12t 1.30.E+03 2% 1.33.E+03

4.9-追3 岩綿吸音板 m2 岩綿吸音板 9t 3.75.E+00 2% 3.83.E+00

内装
5.1-01 床仕上　石 m2 石 25t 6.50.E+01 2% 6.63.E+01
5.1-01 砂（ﾓﾙﾀﾙ用) 6.60.E+01 2% 6.73.E+01
5.1-01 ｾﾒﾝﾄ（ﾓﾙﾀﾙ用) 1.60.E+01 2% 1.63.E+01
5.1-02 床仕上　大型ﾀｲﾙ m2 大型ﾀｲﾙ 20t 4.50.E+01 2% 4.59.E+01
5.1-02 砂（ﾓﾙﾀﾙ用) 6.60.E+01 2% 6.73.E+01
5.1-02 ｾﾒﾝﾄ（ﾓﾙﾀﾙ用) 1.60.E+01 2% 1.63.E+01
5.1-11 床仕上　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ m2 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 7.00.E+00 2% 7.14.E+00
5.1-12 床仕上　OAﾌﾛｱ（ｾﾒﾝﾄ） m2 ｾﾒﾝﾄ 7.66.E+00 2% 7.81.E+00
5.1-12 砂 3.15.E+01 2% 3.22.E+01
5.1-12 鉄板 4.00.E+00 2% 4.08.E+00
5.1-12 支持脚 1.60.E+00 2% 1.63.E+00
5.1-12 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 7.00.E+00 2% 7.14.E+00
5.1-13 床仕上　OAﾌﾛｱ（金属） m2 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ 1.40.E+01 2% 1.43.E+01
5.1-13 支持脚 1.60.E+00 2% 1.63.E+00
5.1-13 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 7.00.E+00 2% 7.14.E+00
5.1-21 床仕上　長尺ｼｰﾄ m2 長尺ｼｰﾄ 2.5t 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
5.1-21 接着剤 2.40.E-01 2% 2.45.E-01
5.1-22 床仕上　ｿﾌﾄﾀｲﾙ m2 床ﾀｲﾙ 2.0t 4.30.E+00 2% 4.39.E+00
5.1-22 接着剤 2.40.E-01 2% 2.45.E-01
5.1-31 床仕上　塗装(ｴﾎﾟｷｼ系) m2 ｴﾎﾟｷｼ系塗料 3.00.E-01 2% 3.06.E-01
5.1-32 床仕上　ｺﾝｸﾘｰﾄ打増(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) m2 ｺﾝｸﾘｰﾄ 150t 3.23.E+02 2% 3.29.E+02
5.1-33 床仕上　ｺﾝｸﾘｰﾄ打増(高炉ｾﾒﾝﾄ) m2 ｺﾝｸﾘｰﾄ 150t 3.23.E+02 2% 3.29.E+02
5.1-41 床仕上　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ m2 化粧合板 4.50.E+00 2% 4.59.E+00
5.1-41 特殊ｸｯｼｮﾝ材 1.80.E+01 2% 1.84.E+01
5.1-41 接着剤 8.00.E-01 2% 8.16.E-01
5.1-42 床仕上　ﾌｪﾙﾄ+ｶｰﾍﾟｯﾄ m2 ｶｰﾍﾟｯﾄ 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
5.1-42 ﾌｪﾙﾄ 1.00.E+00 2% 1.02.E+00
5.1-42 接着剤 2.40.E-01 2% 2.45.E-01

5.1-追4 木製材 m2 製材 1.30.E+01 2% 1.33.E+01

5.1-追5 合板 m2 合板 12t 6.60.E+00 2% 6.73.E+00

5.1-91 住宅　床仕上　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ m2 合板 12t 6.60.E+00 2% 6.73.E+00
5.1-92 住宅　床仕上　ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ m2 ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ 2.00.E+00 2% 2.04.E+00
5.1-93 住宅　床仕上　畳 m2 合成畳 8.05.E+00 2% 8.21.E+00
5.1-94 住宅　床下地　合板 m2 合板 12t 6.60.E+00 2% 6.73.E+00
5.1-95 住宅　床下地　ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ m2 ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ 20t 1.20.E+01 2% 1.22.E+01
5.1-96 床仕上　モルタル20ｔ m2 砂（ﾓﾙﾀﾙ用) 3.20.E+01 2% 3.26.E+01
5.1-96 ｾﾒﾝﾄ（ﾓﾙﾀﾙ用) 8.00.E+00 2% 8.16.E+00

5.2-01 壁仕上　石 m2 石 25t 6.50.E+01 2% 6.63.E+01
5.2-01 ｽﾁｰﾙ下地 4.00.E+00 2% 4.08.E+00
5.2-02 壁仕上　大型ﾀｲﾙ m2 大型ﾀｲﾙ 8t 1.80.E+01 2% 1.84.E+01
5.2-02 砂（ﾓﾙﾀﾙ用) 8.00.E+00 2% 8.16.E+00
5.2-02 ｾﾒﾝﾄ（ﾓﾙﾀﾙ用) 1.00.E+01 2% 1.02.E+01
5.2-11 壁仕上　塗装 m2 塗装 3.00.E-01 2% 3.06.E-01
5.2-12 壁仕上　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ m2 ｸﾛｽ 1.00.E+00 2% 1.02.E+00
5.2-12 接着剤 2.40.E-01 2% 2.45.E-01
5.2-13 壁仕上　タイル m2 ﾀｲﾙ 8t 1.80.E+01 2% 1.84.E+01
5.2-13 砂（ﾓﾙﾀﾙ用) 1.00.E+01 2% 1.02.E+01
5.2-13 ｾﾒﾝﾄ（ﾓﾙﾀﾙ用) 8.00.E+00 2% 8.16.E+00
5.2-21 壁下地　PB (GL工法) m2 PB　12.5t 1.13.E+01 2% 1.15.E+01
5.2-21 接着剤 2.40.E-01 2% 2.45.E-01
5.2-22 壁下地　LGS+PB（片面） m2 PB　12.5t 1.13.E+01 2% 1.15.E+01
5.2-22 LGS 下地 8.10.E+00 2% 8.26.E+00
5.2-23 壁下地　PB (GL工法)　-住戸部 m2 PB　12.5t 1.13.E+01 2% 1.15.E+01
5.2-23 接着剤 2.40.E-01 2% 2.45.E-01
5.2-31 間仕切下地　LGS+PB（両面） m2 PB　12.5t 1.13.E+01 2% 1.15.E+01
5.2-31 LGS 下地 8.10.E+00 2% 8.26.E+00
5.2-31 PB　12.5t 1.13.E+01 2% 1.15.E+01
5.2-32 内部防火区画　ALC t100 m2 ALC用 ｾﾒﾝﾄ 1.00.E+01 2% 1.02.E+01
5.2-32 ALC用 けい石 3.00.E+01 2% 3.06.E+01
5.2-32 ALC用 生石灰 1.00.E+01 2% 1.02.E+01
5.2-32 普通鋼小棒 3.20.E+00 2% 3.26.E+00
5.2-32 普通鋼形鋼 6.40.E+00 2% 6.53.E+00
5.2-32 ALC製造工程 2% 0.00.E+00
5.2-33 防火区画壁　PB36t+LGS+PB36t m2 PB (15t+21t) 2.65.E+01 2% 2.70.E+01
5.2-33 LGS 下地 8.10.E+00 2% 8.26.E+00
5.2-33 PB (15t+21t) 2.65.E+01 2% 2.70.E+01

5.2-追6 LGS m2 LGS 下地 8.10.E+00 2% 8.26.E+00

5.2-91 住宅　壁仕上　壁紙 m2 壁紙 8.00.E-01 2% 8.16.E-01
5.2-92 住宅　壁仕上　ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙ m2 鋼板 1.26.E+01 2% 1.28.E+01
5.2-93 住宅　壁下地　PB　9.5ｔ m2 PB　9.5t 8.65.E+00 2% 8.82.E+00
5.2-94 住宅　壁下地　ﾀﾞｲﾗｲﾄ　9.5ｔ m2 ﾀﾞｲﾗｲﾄ　9.5t 8.65.E+00 2% 8.82.E+00
5.2-95 住宅　壁下地　LGS m2 LGS 下地 4.20.E+00 2% 4.28.E+00
5.2-96 住宅　壁下地　木枠 m2 製材 2.25.E+00 2% 2.30.E+00
5.2-97 集合住宅　住戸間仕切 m2 繊維混入石膏板 7.64.E+01 2% 7.79.E+01
5.2-97 GW 24K 25t 6.00.E-01 2% 6.12.E-01

5.3-01 ｽﾁｰﾙ扉 m2 金属製建具 4.80.E+01 2% 4.90.E+01
5.3-02 木製扉 m2 木製家具 8.25.E+00 2% 8.42.E+00
5.3-03 ｶﾞﾗｽ10mm m2 ｶﾞﾗｽ 10t 2.50.E+01 2% 2.55.E+01
5.3-91 集合住宅　玄関扉 m2 金属製建具 5.59.E+01 2% 5.70.E+01
5.3-92 集合住宅　内部建具（軽量） m2 木製建具 2.00.E+00 2% 2.04.E+00

5.4-01 天井　岩綿吸音板ｼｽﾃﾑ天井 m2 岩綿吸音板 15t 6.00.E+00 2% 6.12.E+00
5.4-01 吊材 5.10.E+00 2% 5.20.E+00
5.4-02 天井　吊材+PB+岩綿吸音板 m2 岩綿吸音板 12t 4.80.E+00 2% 4.90.E+00
5.4-02 PB　9.5 8.65.E+00 2% 8.82.E+00
5.4-02 吊材 2.80.E+00 2% 2.86.E+00
5.4-11 天井仕上　塗装 m2 塗料(EP-2) 3.00.E-01 2% 3.06.E-01
5.4-12 天井仕上　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ m2 ｸﾛｽ 1.00.E+00 2% 1.02.E+00
5.4-12 接着剤 2.40.E-01 2% 2.45.E-01
5.4-21 天井下地　吊材+PB m2 PB　9.5 8.65.E+00 2% 8.82.E+00
5.4-21 吊材 2.80.E+00 2% 2.86.E+00
5.4-31 天井下地　吊材+ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ m2 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ 1.20.E+01 2% 1.22.E+01
5.4-31 吊材 2.80.E+00 2% 2.86.E+00

5.4-追7 PB m2 PB　9.5 8.65.E+00 2% 8.82.E+00

5.4-91 住宅　天井下地　ﾀﾞｲﾗｲﾄ　9.5ｔ m2 ﾀﾞｲﾗｲﾄ　9.5t 8.65.E+00 2% 8.82.E+00
5.4-92 住宅　天井下地　木枠+PB m2 製材 2.25.E+00 2% 2.30.E+00
5.4-92 m2 PB　9.5 8.65.E+00 2% 8.82.E+00

5.5-01 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 20t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 6.00.E-01 2% 6.12.E-01
5.5-02 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 25t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 7.50.E-01 2% 7.65.E-01
5.5-03 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 30t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 9.00.E-01 2% 9.18.E-01
5.5-04 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 35t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 1.05.E+00 2% 1.07.E+00
5.5-05 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 40t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 1.20.E+00 2% 1.22.E+00
5.5-06 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 45t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 1.35.E+00 2% 1.38.E+00
5.5-07 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 50t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 1.50.E+00 2% 1.53.E+00
5.5-08 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 75t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 2.25.E+00 2% 2.30.E+00
5.5-09 断熱材　ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ 100t m2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
5.5-21 断熱材　GW  25t m2 GW  t25 6.00.E-01 2% 6.12.E-01
5.5-22 断熱材　GW  50t m2 GW  t50 1.20.E+00 2% 1.22.E+00
5.5-23 断熱材　GW  75t m2 GW  t75 1.80.E+00 2% 1.84.E+00
5.5-24 断熱材　GW  100t m2 GW  t100 2.40.E+00 2% 2.45.E+00

＜建築物（躯体および仕上げ材）PCR　資材の構成例＞ ＜一般社団法人日本建築学会 (2013) ,　「建物のLCA指針」＞

 

 

公開用整理番号 項目 単位 資材量[kg] 端材率[%] 投入量[kg]

5.9-71 階段室内部仕上（床面積あたり） m2 床､踏面     :ﾀｲﾙ 2t 4.30.E+00 2% 4.39.E+00
5.9-71 床､踏面     :砂 8.20.E+01 2% 8.36.E+01
5.9-71 床､踏面     :ｾﾒﾝﾄ 2.40.E+01 2% 2.45.E+01
5.9-71 壁          :PB 12.5t 3.60.E+01 2% 3.67.E+01
5.9-71 壁､揚裏､蹴上:塗装 2.10.E+00 2% 2.14.E+00
5.9-71 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ 1.80.E+00 2% 1.84.E+00
5.9-71 手摺 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
5.9-72 内部仕上 電気･機械室 m2 打増ｺﾝ用 砂利 1.27.E+02 2% 1.30.E+02
5.9-72 打増ｺﾝ用 砕石 1.43.E+02 2% 1.46.E+02
5.9-72 打増ｺﾝ用 ｾﾒﾝﾄ 5.27.E+01 2% 5.38.E+01

5.9-72
床     :溶接金網 5φ
100目

1.54.E+00 2% 1.57.E+00

5.9-72 壁､天井:けい砂 2.40.E+00 2% 2.45.E+00
5.9-72 壁､天井:ｾﾒﾝﾄ 3.00.E+00 2% 3.06.E+00
5.9-72 壁､天井:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 2.40.E+00 2% 2.45.E+00

5.9-81 集合住宅　ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ 個 FRP 3.38.E+02 2% 3.45.E+02
5.9-82 集合住宅　ｷｯﾁﾝｶｳﾝﾀｰ 個 木製家具 1.97.E+02 2% 2.01.E+02

5.9-91 集合住宅　収納用合板 m2 合板 15t 8.25.E+00 2% 8.42.E+00
5.9-92 集合住宅　収納用ＭＤＦ化粧板 m2 MDF 15t 8.25.E+00 2% 8.42.E+00
5.9-93 集合住宅　人工大理石 m2 合成樹脂 2.00.E+01 2% 2.04.E+01
5.9-94 集合住宅　建具/占有面積 m2 合板 1.30.E+00 2% 1.33.E+00
5.9-94 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌｨﾙﾑ･ｼｰﾄ 2.00.E-02 2% 2.04.E-02
5.9-94 板ｶﾞﾗｽ 4.00.E-02 2% 4.08.E-02
5.9-94 ｽﾃﾝﾚｽ 6.00.E-02 2% 6.12.E-02
5.9-95 集合住宅　建築雑工事/占有面積 m2 製材 1.30.E+00 2% 1.33.E+00
5.9-95 合板 1.30.E+00 2% 1.33.E+00
5.9-95 ｿﾉ他の合成樹脂 2.00.E-02 2% 2.04.E-02
5.9-95 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌｨﾙﾑ･ｼｰﾄ 2.00.E-02 2% 2.04.E-02
5.9-95 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ板･管･棒 2.00.E-02 2% 2.04.E-02
5.9-95 板ｶﾞﾗｽ 4.00.E-02 2% 4.08.E-02
5.9-95 GW 6.00.E-01 2% 6.12.E-01
5.9-95 ｽﾃﾝﾚｽ 6.00.E-02 2% 6.12.E-02

その他
6.1-01 アスファルト舗装 m2 アスファルト 1.20.E+02 2% 1.22.E+02

＜建築物（躯体および仕上げ材）PCR　資材の構成例＞ ＜一般社団法人日本建築学会 (2013) ,　「建物のLCA指針」＞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

D2：IDEA基準の複合的な構成資材の構成量（規定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜建築物（躯体および仕上げ材）PCR 資材の構成例＞     

公開用整理番号 項目 単位   資材量[kg] 端材率[%] 投入量[kg] 

  ⑤防水工事           

⑤-1 シーリング m シーリング材 0.1 2% 1.02.E-01 

⑤-2 伸縮目地 m ポリエチレン発泡体 0.1 2% 1.02.E-01 

⑤-2     ブチルゴム 0.05 2% 5.10.E-02 

⑤-3 ウレタン塗膜 m2 ポリウレタン 0.3 2% 3.06.E-01 

⑤-4 樹脂系塗膜 m2 アクリル樹脂塗膜 0.3 2% 3.06.E-01 

  ⑯内  外  装  工  事           

⑬-1 断熱材 ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ吹付 t25 m2 ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 0.75 2% 7.65.E-01 



 

附属書 E：建築部材別更新年数シナリオ（規定） 

 

出所：公益社団法人ロングライフビル推進協会 BELCA「LC 評価、長期修繕計画、診断、資産評価、ER のため

の建築物のライフサイクルマネジメント用データ集」,（2014）より更新周期Bを採用 

 

内容は出所を確認すること。 


